
                       

 

 

   

                     

 

                        

                                         

                        

 

 

 

  

                        

                        

  

                                         

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

                             

 

  

 

 

 

                                                     

 

 

高さ最大 20 メートル外周約 20 キロ。世界最大級の

木造建築としてギネスにも登録。 

               

         

         

Nature interconnects all life. We live within this harmonious web.  

生命のつながりとしての「自然」。その調和の中に私たち人間も存在し生きている。 
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木の美しさ 

 

マルスハウジングニュース     

      

      

WOODY 

築から見た万博  

      

      

パビリオンで際立つ 

 

 

 

 

 

      

      

国産杉材の CLT(直交集成材)を内外壁に使用。CLT が

立ち上がったシンプルな構成になっています。 

空に向かって並ぶ竹が美しいパビリオン 

万博のシンボル 大屋根リング 

 大阪・関西万博が大阪夢洲にて 10 月 13 日まで開催

されています。テーマは「いのち輝く未来社会のデザ

イン」で約 160 を超える国・地域が集まりました。 

2025 年    号   

      

      

四角い板で円形の

建物をデザイン 

森のようなパビリオン 日本館 

柱に開けておいた穴に梁を差し込ん

で柱と梁を接合。この工法は清水寺

の舞台にも用いられている日本古来

の木造建築工法です。接合部分は鋼

板を差し込んで補強されています。 

リングの下では壮大な

梁と柱を眺めながら休

憩でき、リングの上に

は草花が植えられた自

然いっぱいの回廊が。 

約７割に国産材のスギとヒノキが使われています。 
 

5,177 本の竹が使用されたマレーシア・パビリオン。 

そのうち 4,794 本が日本製(外装)、383 本はマレーシア

製(内装)です。設計は著名な建築家、隈研吾氏。 

竹でできた外観は自然光と風を取

り込み、開放的で明るく活気のあ

るマレーシアの文化を表していま

す。 

夜が更けると様変

わりし幽玄な輝き

を放つパビリオン

には竹の香りがほ

のかに漂います。 



 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

     

 半年前、思い切って家族旅行で奄美大島へ行く計画を 

立てました。弟が母から聞き出した“バケットリスト” 

(死ぬまでにやっておきたいこと)の中に、「奄美大島に 

もう一回行く（新婚旅行リベンジ）」の項目があったから 

です。仕事柄、私も母も世間様の３連休に休んで遊びに 

行くというのが、気が引けるものがあったのですが、 

「気力と体力があるうちに行っておこうよ！」と誘って、母に重い腰を上げて

もらいました。 

母が祖母に対する後悔でたまに口にするのが、「おばあちゃんをもっといろ

いろなところに遊びに連れ出してあげれば良かった」という言葉です。祖母が

まだ寝たきりになる前、母が景色のいいところに祖母を連れていってあげた

ときに、「こういうのを幸せっていうのかな」と祖母がつぶやいたそうです。    

幸せの定義は人それぞれ違うと思いますが、それを聞いた時、なんだかとても

寂しい気持ちになりました。私も母と同じような後悔はしたくないですし、母

には祖母への後悔の念が消えてしまうくらい、今からでも楽しい思い出をた

くさん作ってあげられたらと思っています。 

 今回の奄美大島の家族旅行は母にとってはなかなか心休まる旅にはならな

かったかもしれませんが、名古屋に住んでいる姉家族、横浜に住んでいる弟家

族、私たち夫婦とのにぎやかで楽しい思い出が、いつまでも記憶に残っていて

くれたら嬉しいです。一度きりの人生、後悔のないように生きたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   http://www.marusu-home.com 

 

0565-45-7880 

マルス建設株式会社     

      

      

豊田市荒井町松島 368-1 

 

～雑感～ 

マルスＨＰ 

LINE 

代表取締役 鈴木善博 

 

 

-深みを増した無垢材が美しい邸宅- 
木造住宅リノベーション in豊田市竹元町 

 

マルスの 
 

 

instagram YouTube 

玄関をリビングに 
リビング上部を吹抜にしたため表しになった梁 

差し鴨居共に、いっさい塗装をすることもなく 

７５年前の無垢材そのままの美しい佇まいです 

南側の高い窓からは自然光が部屋の奥まで差し込み 

開放的で明るい LDK に生まれ変わりました 

 

 

 

 

「家と庭が紡ぐ  

豊かな暮らし」 

小屋裏がお孫さんの遊び場に 
小屋裏を一部吹抜にしたことで暗く 

閉ざされていた納戸が明るい洋室に 

 

公式 LINEより友だち登録が便利 

インスタも毎日更新しています！ 

住宅密集地にお家を建てた A様 

いつもの生活がいつもと違って 

すごく暮らしやすくて居心地が良い 

そんな新居での暮らしをご紹介 

和室を玄関に 
和室だった部屋を 

玄関に改修 

深みを増した差し鴨居と 

天井材の美しさが 

訪れる人を 

優しく出迎えます 

対面式キッチンに 
収納スペースも増え 

家事動線も快適に 
手すりには框を再利用 
２階の手すりには、解体した玄関の 

上がり框を研磨し造作し直したものを使用 

 

紙上見学会 

遮 

開 

 

 

繋 

 

 

庭 


